
沼田市・沼田商工会議所　共催

～住民一人当たり付加価値／所得向上のヒント～

沼田市の地域経済
データで見る

私たちが感じている沼田市の姿はホンモノなのか？！
• 元気のない中心市街地•••　衰退する農林業•••
• 人口減少で年々ポテンシャルは低下•••
• 高齢化と少子化の同時進行•••

ビッグデータから見えてくる沼田市のホントの姿と処方箋

実態を把握する すべきことを見出す 優先順位をつけて実行
体調が悪い時に病院で精密検査
を受けるように，感覚だけでな
く数値ををもとに地域を診断し
ます。

データを読み解き問題点が浮か
び上がったら，強みと弱みを洗
い出し、どこを改善すべきかを
検討します。

改善すべき点をどこから実施し
たら効果　的か、地域の実情や
社会のトレンドを考慮した上で
優先順位をつけて実行します。

12.22Thu 3:30p.m. テ ラ ス 沼 田 �F 
Waltz ホール ( 議場 )

上席研究主幹
公共デザイン本部 副本部長
公共マネジメント本部 副本部長 鵜殿 裕

HiroshiUdono

さん
問合せ先 沼田商工会議所 　Tel： ����-��-����　 Fax： ����-��-����　Mail： info@numata-cci.or.jp

お申込みは左のQRコード
または、裏面の申込書を
ご利用ください

定員
先 着 順��人

https://forms.gle/5gBSAtA3cjQPWGWx7


まちの羅針盤 沼田市編
日商

株式会社日本経済研究所地域・産業本部上席研究主幹・鵜殿裕さん 

航海に正確な地図と羅針盤が必要なように、地域づくりに客観的なデータは欠かせない。

この続きはぜひ会場で。

沼田市は、古くから北関東の要衝で、戦
後は森林資源を背景に木材関係の工場が
集積して発展した。このため、同市で規
模が大きな産業は、木材・木製品製造業
を含む「その他の製造業」のほか、生活
の基盤のため整備されてきた「保健衛生・
社会事業」（医療・介護）や「小売業」な
どのサービス業である。
また、日本有数の河岸段丘（河岸に見ら
れる階段状の地形）という地質的な珍し
さ、「真田の里」という歴史・文化、高台
から見渡す「天空の城下町」、恵まれた自
然を背景とする第１次産業など、沼田市
を彩る地域資源は豊富にある。

国が提供するビッグデータ「ＲＥＳＡＳ」
を見ると、群馬県で検索されている観光
地・施設として、東洋のナイアガラと称
される「吹割の滝」が上位に位置し、また、
昼間の滞在人口が、コロナに関係なく、
平日・休日とも国勢調査人口を上回って
いることが分かる。

地域経済循環（２０１８年）の「支出」
段階においても、民間消費が流入してお
り、域外から人を呼び込み、消費需要を
獲得する魅力に溢れた首都圏有数の観光
地であることを示している。一方、同じ「支
出」段階のその他支出では▲４５０億円
もの大幅な域際赤字（貿易赤字等）を計
上している。これは、観光地であること
に加え、財政移転によって高い消費需要
が地域にもたらされているものの、供給
力が追い付いておらず、域外から商品・
サービスを移輸入し地域内で販売等して
いる構造だ。
沼田市の住民一人当たり所得は４４７万
円と群馬県平均４４６万円並みの好水準
だが、その内訳は、地域の生産活動に伴
う雇用者所得は２１０万円と県平均２４
７万円の８割以下に留まり、その他所得
が２３７万円と県平均２００万円を大き
く上回る。地方交付税交付金等の財政移

転が、市民の所得水準を底上げしている
状況だ。このままで良いという判断もあ
ろうが、持続可能な地域経済循環を構築
するためには、豊富な地域資源を、誘客
力のみならず、稼ぐ力の向上に生かして
いくことが重要であろう。なにより、現
状では、供給力を上回る大きな消費需要
（市場）が地域にあるのだ。
地域資源を活用した商品・サービスの開
発によって域際赤字を改善しつつ、その
過程で地域資源を磨き上げ更に誘客力を
高めるという好循環を生み出していくた
めには、多様な視点からの取組みが求め
られるが、沼田市の場合は既に多くの来
訪者がある。後は、彼ら彼女らを、地域
資源をマネタイズするための人材・ナレッ
ジとして活用する仕組みが必要だ。

https://ab.jcci.or.jp/series/1288/ 

お申込みは表面のQRコードかＦＡＸで ＦＡＸ　����-��-����
データで見る　沼田市の地域経済　参加申し込み　���� 年 �� 年 �� 日（木）

※参加締切　�� 月 �� 日（金）

団体名
部署・役職名　　　　　　　　　　　　　　　　　  お名前
ご住所
電話番号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  Email
備考
記載していただいた個人情報は、本講演会以外には使用しません。ご本人の同意がなければ第三者に個人情報を提供することもございません。取得した個人情報は管理責任
者を定め、紛失や漏洩などが発生しないよう積極的な安全対策を実施いたします。

http://ab.jcci.or.jp/series/1288/



